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今 年 の 梅 の 開 花 は 少 し 早 ま り そ う と の 情 報 で す 。 も う 少 し 寒 い 日 々 は 続 き ま

すが、あった かくし て梅林巡りを 楽しみ たいと思って います 。  

現在会員登録数 4,018 人さま。次号は３ 月 18 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  講演と対談「日 本 児童文学が宮 沢賢治 から受け取っ たもの 」  

日時：３月 21 日（火 ・祝） 13： 30～ 16： 15 

講師：富安陽子（童話 作家）、宮 川健郎、大 島丈志、遠藤純（宮沢 賢治研究者）  

場所：大阪府立中 央図 書館ライティ ホール   参加費：無料   定員：300 人  

主催：宮沢賢治 学会イ ーハトーブセ ンター、日本児童文学 学会関 西例会、IICLO 

詳細・申し込 み→  https://20230321kenji.peatix.com/ 

 

●  国際講演会「 日本 の子どもの本 に描か れる「西洋 」のイメ ー ジ－石井桃子

翻訳作品から はじめ て－」  

日時：３月 25 日（土 ） 14： 00～ 16： 00 

講 師 ： ス テ ィ ー ブ ン ・ チ ェ （ 児 童 文 学 研 究 者 ）  聞 き 手 ： 土 居 安 子 （ IICLO） 

場所：大阪府 立中央 図書館  多目的室   参加費：無料   定 員： 50 人  

詳細・申し込 み↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050325 

 

● IICLO オ ン ラ イ ン 講 座 Ⅰ 「 授 業 に 役 立 つ ！ 子 ど も の 文 学 ５ つ の レ ッ ス ン 」

（全５回）  ※３月 31 日まで配信中！  

〔１〕宮沢賢 治を読 み直す①「注 文の多 い料理店」  

〔２〕宮沢賢 治を読 み直す②「雪 渡り」  

〔３〕あまんきみ こを 読み直す①「白い ぼう し」と「名前を見て ち ょうだい」  

〔４〕あまん きみこ を読み直す② 「ちい ちゃんのかげ おくり 」  

〔５〕（特 別編 ）「あ まんきみこさ んに聞 く読むことの 喜び」  

視聴料：各回 1300 円、各回ごとに お申し 込みください 。  

気になる回だ けの視 聴も可能。期 間中は 繰り返しご覧 いただ けます。  

申し込み→  https://iiclo.peatix.com/ 

 



●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable →  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

***************************************************************** 

「光草―スト ラリス コ―」  ロベ ルト・ ピウミーニ /作  長野 徹 /訳  『小学

館世界Ｊ文学 館』野 上暁 /編集顧問、浅 田 次郎、角野栄 子、金 原瑞人、さく

まゆみこ、沼 野充義 /編  小学館  2022年 11月所収  対象年齢 ： 小学校高学

年以上  

 

＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳家の よしとみあや （Ａ） さんです。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あらすじ：ト ルコの 画家サクマッ トは、 太守ガヌアン に、直 接、太陽の光 や

空気に触れら れない 病弱なガヌア ンの息 子、マドゥレ ールの ために絵を描

くことを依頼 される 。サクマット は、部 屋から一歩も 出るこ とができない

マドゥレール と想像 豊かな対話を しなが ら、部屋中の 壁に山 や海、羊や海

賊船などの絵 を描い ていく。そし て、時 間とともにそ の絵は 変化してい

く。  

 

Ａ：久しぶり に再読 しましたが、 やはり 、すばらしい 作品だ と思いました 。  

Ｙ ： 私 も 心 の 中 に 絵 が 浮 か ぶ 作 品 で 、 前 読 ん だ と き の 鮮 烈 な イ メ ー ジ を 蘇 ら

せながら再読 しまし た。  

Ａ ： 何 と い っ て も 私 が 好 き な の は 、 サ ク マ ッ ト の 描 く 絵 が マ ド ゥ レ ー ル の 病

状によってど んどん 変化していく ところ です。命あふれる 絵か ら始まって 、

マ ド ゥ レ ー ル が 死 を 迎 え る に あ た っ て 、 絵 が 描 き 変 え ら れ て い き ま す 。 読

んでいて悲し い気持 ちになります が、同 時 に、マド ゥレールの 死 を本人も、

サクマットも 太守も 受け入れてい く過程 が強く心に残 ります 。  

Ｙ：私が一 番印象に 残ったのは 、「芸 術と は何か」と いうこと を考えさせら れ

たところでし た。この 絵は、大勢の人に 見せ るため、後世に残 すた め、サク

マ ッ ト と い う 画 家 の 名 声 を 得 る た め に 描 か れ た の で は な く 、 マ ド ゥ レ ー ル

と い う 一 人 の 子 ど も の た め に 誠 心 誠 意 描 か れ ま す 。 絵 は 、 マ ド ゥ レ ー ル と

の 対 話 の 中 で 生 ま れ ま す 。 部 屋 に 閉 じ 込 め ら れ た マ ド ゥ レ ー ル は 、 本 な ど

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


か ら 得 た 知 識 を 総 動 員 し な が ら 、 サ ク マ ッ ト と 対 話 を し 、 描 い て 欲 し い 絵

を 伝 え ま す 。 絵 に は 物 語 が 宿 り ま す 。 途 中 で マ ド ゥ レ ー ル も サ ク マ ッ ト の

絵 の 中 に 絵 を 描 き 込 む よ う に な り ま す 。 そ し て 、 一 度 描 か れ て 終 わ り で は

なく、その絵が どんど ん描き変えら れてい きます。こんな ふうに 、ふだん私

た ち が 接 し て い る 芸 術 的 絵 画 の あ り よ う と は 異 な る も の の 、 作 品 を 読 ん で

いると、この 世に一 つとない、芸 術が生 まれたことを 確信し ます。  

A：サクマットの すば らしい人間性 は、マド ゥレールが絵 を描き たいと言った

と き に 、「 気 づ か ず に 悪 か っ た 」 と い う よ う な と こ ろ か ら も 読 み 取 れ ま す 。

ま た 、 マ ド ゥ レ ー ル の 死 の あ と 、 サ ク マ ッ ト が 筆 を 折 っ た と い う と こ ろ も

心に残りまし た。  

Ｙ：この作品 はイタ リアではどの ように 評価されてい ますか 。  

A：現在では大御所 と 見なされてい るピウ ミーニが 1987 年、 40 歳のときに書

い た 作 品 に な り ま す 。 タ ブ ー と も 言 わ れ る 死 を 美 化 せ ず に 描 い た 作 品 と し

て高く評価さ れまし た。  

Ｙ：この作 品は、『小 学館世界Ｊ文 学館』という 125 冊が入っ た電子書籍の 一

冊です。  

A：訳者の長野徹さ ん が初めて訳さ れた児 童文学作品（ 小峰書 店  1998 年 10

月）が絶版にな ってい たにもかかわ らず、改 訳され、このよ うな形 で読める

よ う に な っ て と て も う れ し い で す 。 ほ か に も バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ 作 品 が あ

るのがこの本 の魅力 だと思いまし た。そし て、全集といっ ても、ページ数が

自由で大作が カット されていない のもい いですね。  

Ｙ ： 古 典 名 作 か ら 新 刊 ま で 、 世 界 の い ろ い ろ な 児 童 文 学 作 品 が 掲 載 さ れ て い

て読み応えが ありま す。新しい出 版形態 だと思いまし た。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 90 回「北守将軍と三人兄弟の医者」  

 老将軍の帰 還  

 

首都ラユーに 将軍と 兵隊たちが帰 ってき たけれど、「 みな灰い ろでぼさぼさ し

て、なんだ かけむりの よう」です 。それで も 、先頭の白 馬の将軍は 、まがった

背中で大きな 剣を空 にあげ、声高 々と歌い ます。――「 北守将軍 ソンバーユー

は ／ い ま 塞 外 の 砂 漠 か ら ／ や っ と の こ と で 戻 っ て き た 。 ／ 勇 ま し い 凱 旋 だ と

云いたいが／ 実はす っかり参って 来たの だ」「北守将 軍ソンバ ーユーと／そ の

軍勢が帰った のだ／ 門をあけても いいで はないか。」  

 

将軍は、寒 いところ で 30 年間も戦って き たのです。敵が残らず 脚気で死んだ

ために、よう やく帰 ってきたので すが、 彼は、もう 70 歳にな っていました 。 

 

疲 れ 果 て て い る 将 軍 の め ん ど う を 見 た の が 、 町 の 崖 の と っ ぱ な に 三 つ の 病 院

を な ら べ て 建 て て い る 三 人 兄 弟 の 医 者 、 リ ン パ ー 、 リ ン プ ー 、 リ ン ポ ー で し

た。リンパー 先生は人 間の医者、リ ンプー先 生は馬や羊の 医者、リ ンポー先生

は草や木の医 者です 。  

 

将軍は、脚が硬直 して 馬と一つにな って、鞍 から降りられ ません。まず、リン

パ ー 先 生 が 将 軍 を 薬 で じ ゃ ぶ じ ゃ ぶ 洗 い ま す 。 つ づ い て 、 リ ン プ ー 先 生 が 白

馬に赤い小さ な餅を 食べさせると、馬は、体一面に汗と けむり を噴き出して 、

やがて、将軍 を床にす とんと落とし ます。将 軍は、あらた めて馬に 鞍をのせて



ま た が り 、 今 度 は リ ン ポ ー 先 生 の と こ ろ へ 行 っ て 、 長 い あ い だ 砂 漠 に い た と

きに顔や手に 生えた 草をきれいに とって もらいます。  

 

元気になった 将軍は、ようやく王様 にお目 通りをします 。王様は「じつに永ら

くご苦労だっ た。これ からはもうこ こに居 て、大将たち の大将と して、なお忠

勤をはげんで くれ。」というのです が、将 軍は、涙をながし て、これをことわ

り、ひまをも らって 郷里に帰りま す。  

 

端的に「賢 治の反戦 思想を象徴し ている 」作品とし たのは境 忠一です (『評伝  

宮澤賢治』1968 年 )。将軍や三人兄 弟の医 者が戯画化さ れて描 かれ、戦場から

戻 っ た 将 軍 の こ と ば は 韻 文 形 で 歌 わ れ て 、 小 さ な オ ペ ラ の よ う な 楽 し い 作 品

ですが、その底にあ る のは、戦わざるをえ な かった者への 深い慰 藉 (なぐさめ、

いたわり )ではない で しょうか。  

 

詩人の佐藤一 英が編 集した雑誌『 児童文 学』第一冊 (1931 年 7 月 )に発表され

た作品です 。（馬車 別 当）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫『新編  銀河鉄 道の夜』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４４  

***************************************************************** 

 

「ここに来て、あ りの ままぜんぶを 見るの がぼくの役目 なんじ ゃないかって 。

ま る で 映 画 で も 見 る 気 分 で テ レ ビ の 画 面 を な が め て る み ん な の ぶ ん ま で … … 」 

 

（『弟の戦 争』 ロバ ート・ウ ェストール /作  原田勝 /訳  徳間 書店  1995 年

11 月  p.144）  

 

ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 の ニ ュ ー ス を 映 像 で 見 る た び に 、 こ の 本 を 思 い だ し

ています。この本は 、湾岸戦争が起 こった 1990 年のイギリスを舞 台にしてい

ます。「ぼく」こと、主人公のトム は、３歳年下の弟、アンデ ィをかわいが っ

ており、二人 きりのと きは、フィギ スという 、アンディが 生まれる 前のトムの

空想の友だち の名前 で呼んでいま した。  

 

これまでにも 、アン ディは、「突然な にか に引きつけら れて、ほかのことは な

にも考えられ なくな ってしまうこ と」があ り、家族をとまどわ せ ていました。

トムが 15 歳、アンデ ィが 12 歳の夏休み 、 湾岸戦争が始 まり、 イギリスのテ

レ ビ で そ の 様 子 が 放 映 さ れ ま す 。 す る と 、 ア ン デ ィ の 体 は イ ラ ク で 戦 争 に 巻

き込まれてい る少年、ラティーフに だんだ んと同化して いきま す。つまり、ア

ン デ ィ の 体 は イ ギ リ ス に い な が ら 、 ラ テ ィ ー フ と 同 じ も の を 見 て 、 同 じ 体 験

を す る よ う に な る の で す 。 同 化 し て い る 時 間 が 長 く な っ た こ と で 、 ア ン デ ィ

は精神病院に 入院し 、アラビア語 を話し ていることが わかり ます。  

 

トムは精神病 院を訪 ね、毎晩爆撃 を体験す る「ラティー フ」の日 常を生きてい

るアンディを 見守り ます。すると 、「兄さ ん」とフィギス が覚醒 し、トムが「も

どってこられ ないの か。こっちへ、ぼ くた ちのところへ ？」と聞 きますが、「ラ

ティーフが強 すぎる から。」と 答えます。そして、フィギ スは「 ああ、兄さん、

こっちはひど いよ… …」と言い 、冒頭の 引 用のことばを 述べ、「 どうしてもみ



ん な に 知 っ て ほ し い ん だ よ 。 ラ テ ィ ー フ も ア ク バ ル も ア リ ー も 普 通 の 人 間 な

んだって…… 」と言 います。  

 

爆 撃 の 状 況 を 高 い 上 空 か ら 撮 影 し た 映 像 か ら は 市 民 が 逃 げ ま ど い 、 命 を 落 と

す 様 子 は 見 え ま せ ん 。 湾 岸 戦 争 の と き 、 ア メ リ カ 合 衆 国 を は じ め と す る 多 国

籍軍は、正義を訴 えま した。けれど、命を 落 としていたの は、映像 を見ている

「人間」と同じ「人間 」です。そのことを、アンディを通 して、ト ムも読者も

実感します。原書は 1992 年に出版されまし たが、今読んでも「 戦争」をいか

にとらえるか という ことについて 深く考 えさせられる 本だと 思いました 。（Ｙ） 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

東大阪市民美 術セン ターで３月 12 日まで 開催されてい る「ブラ チスラバ世界

絵 本 原 画 展  絵 本 で ひ ら く ア ジ ア の 扉 」 に 行 っ て き ま し た 。 ブ ラ チ ス ラ バ 世

界絵本原画展（ＢＩＢ ）は、スロバ キア共和 国の首都ブラ チスラ バで２年ごと

に 開 催 さ れ る 、 世 界 最 大 規 模 の 絵 本 原 画 コ ン ク ー ル で す 。 今 回 の 日 本 の 巡 回

展では、ＢＩ Ｂ 2021（第 28 回展）に出品 された日本と 韓国の 全作品の原画 、

各賞受賞作品 のパネ ル、絵本など が展示 されています 。  

 

絵 本 の 原 画 に は 、 作 品 の 解 説 と 作 家 の コ メ ン ト が つ け ら れ て い て 、 手 に と っ

てみることが できる 絵本もありま す。韓国 は 14 人の作家の作 品 が展示されて

いました。金 のりんご 賞を受賞した イ・ミョンエの『明日 は晴れる でしょう』

は、黄色い線 が画面ご とに鉄棒や階 段、本棚 など、いろい ろなもの に見立てら

れて、たくさ んの人が 運動をしたり 、寝そべ ったり、さま ざまなこ とをしてい

ま す 。 黄 色 い 線 が 点 字 ブ ロ ッ ク に な っ て い る 絵 で は 、 白 杖 を 使 っ て 歩 い て い

る 人 が い て も 気 に と め る こ と な く 、 足 早 に 歩 き 続 け る 人 々 の 雑 踏 を 描 い た 絵

が現実的だな と感じ ました。オ・セナさ ん の『黒うさ ぎ』は 、真 っ黒のうさぎ

が ゴ ミ に た と え ら れ て い て 、 と て も 現 代 的 だ と 思 い ま し た 。 韓 国 の 作 品 は 色

彩 が 美 し い 絵 が 多 く 、 ほ と ん ど の 作 品 が デ ジ タ ル 処 理 を し て い る 点 が 印 象 に

残りました。  

 

日本の作品 は 15 人の 17 作品が展示さ れ ていて、どれ も見覚 えのある作品 で

うれしくなり ました 。金牌を受 賞したし おたにまみこ『たま ごのはなし 』（ブ

ロンズ新社  2021 年）は、本当にキッチ ンに いるような写 実的な 絵に、顔のつ

い た た ま ご た ち が シ ュ ー ル で す 。 人 形 や 習 作 の 原 画 、 制 作 に つ い て の 作 家 の

イ ン タ ビ ュ ー も あ り ま し た 。 荒 井 真 紀 の し か け 絵 本 『 ま ど の む こ う の く だ も

のなあに？ 』（福音 館 書店  2020 年）の原画 は、近くで見 ると色 も筆遣いも精

巧で、くだも ののい い匂いがして きそう に感じました  

 

原画のあとに、韓国と 日本それぞれ に「うみ だす」「そ だてる 」「と どける」「 ひ

ろがる」のテーマ で絵 本の制作過程 や、作家 の育成、出版、本に か かわる施設

な ど が 紹 介 さ れ た コ ー ナ ー が あ り 、 絵 本 に つ い て 異 な る 角 度 か ら 考 え る こ と

ができて興味 深かっ たです。（ Ｋ）  

 

東大阪市民美 術セン ター  https://hos-higashiosaka-art.com/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  



■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  講演会「えがく こ と＆つくるこ と」  

日  時：３月 12 日 (日 ) 14： 00～ 16： 00  場  所：吹田市立 中 央図書館  

講  師：堀川理万子 （ 画家、絵本作 家）  

定  員： 40 人  参加費 ：無料  中学 生～大 人対象  要申 し込み  

主  催：吹田子ども の 本連絡会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

ＢＬ出版から 出版さ れた「第 38 回  日産  童話と絵本の グラン プリ」の大賞 受

賞作品『 木箱の蝶 』（ 藪口莉那作 、横須賀 香絵）と『みか んき ょうだいのた ん

けん』（ホ ソカワレ イ コ作）を各１ 名の方 にプレゼント します 。  詳細↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#38shuppan 

ご希望の方は 、メー ルで件名「メ ルマガ  NO.150 プレゼント希 望」とし、 (1)

お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス  (5)希望の書名 、

よろしければ  (6)このメルマガの ご感想 をお書きのう え   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は３月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

マスクの着脱 が個人 の判断にゆだ ねられ ることになり 、卒業 式をはじめ、 各

種イベントな ども３ 年ぶりに以前 とほぼ 同じように開 催され るようになっ て

きました。人 と人と が交流する場 の意味 を改めて考え ていま す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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